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要 旨
南硫黄島のオオコウモ リの生息状況を明らかにするとともに、生態晴報、遺伝 時報を得る
目的で、2017年6.月13日～28日の期間に現地で調査を行った。その結果、過去に生息分布
が確認されていたオガサワラオオコウモ リP脚 ρ鰐ρ5礁ψoηが確認され、個体数において
も特に大きな変動はないものと考えられた。1982年調査では 「昼行性」、2007年調査では 「昼
間及び夜間にも活発に活動する」とされた 日周行動は、「夜間活発に活動 し、昼間は特に午後
か ら活発に活動する」ことが観察 された。1982年、2007年調査において、他地域 より明るい
とされた本種の体毛色は、本調査でも観察 された。体毛色は明るい赤 さび色(鉄 さび色)で
あった。同時に乳幼獣の体毛色が黒色であったことから、後天的に環境的な影響によって赤
さび色に変色 していることが明らかにな り、他地域の個体群 とは異なる昼間を含む活動時間
による影響が考えられた。食性では、新たにススキの採食が山頂域の地表近 くで確認された。
また、南硫黄島特有の行動様式 として、上昇気流及び高度差を利用 した帆翔や、翼を畳んだ
急降下のほか、はばたかない滑空飛行を多用する移動行動が観察 された。さらに、UAVによ
る調査では、主要な餌植物であるタコノキにおいて島の斜面方位により開花状況に違いが認
められ、オオコウモ リが餌植物のフェノロジーの島内変異を利用している可能性が示唆され
た。捕獲調査で得 られた個体は成獣♂2頭、同93頭、乳幼獣の♂1頭であった。授乳中の親
子個体の確認により、6月下旬が同島のオオコウモ リの育児期間であることが明らかになっ
た。また、捕獲 された成獣の歯では、全個体で著 しい摩耗が確認された。人為的擁乱が最小
限に抑えられた南硫黄島個体群の存続は、本種の保全上極めて重要である。今後 これ ら本種
の個体群推移についてモニタリングを続ける必要がある。
キーワー ド:オガサワラオオコウモ リ、固有種、体毛色、飛行形態、繁殖期
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1.はじめに
オガサワラオオコウモ リ(Pteropusρselaphon)は小笠原諸島に分布する唯一の固有哺乳類
である(Yoshiyuki,1989)。同諸島内の分布は父島列島、母島列島、火山列島とされてお り
(黒田、1930)、火山列島では南硫黄、硫黄島(中硫黄島)、北硫黄島で記録がある(黒
田、1940;石井、1983;蓮尾、1969;稲葉、2001;鈴木ら、2008)。近年、小笠原群島にお
いては父島で300頭以上が観察されているが(鈴 木ら、2010)、母島では少数頭が観察 され
るのみで安定 した個体群は確認されていない。小笠原諸島における主要な生息場 と考えら
れる父島では、人間生活との軋礫が本種の生存を脅かす要因となっている。同日寺に、近年
大型化する台風等によって、個体群が小さいことからカタス トロフィーによる絶滅の危険
性を日常的に抱えている(鈴木ら、2010)。これ らの背景から、絶滅危 唄IB類(耳N)等に指
定され、近い将来における野生下での絶滅が危惧されている(環境省、2017;東京都、
2011)。
本種の保全上、火 山列島における分布、生態等の把握、小笠原群島と火山列島の個体群間の
遺伝的距離の解明が極めて重要になっている。
1982年調査では、オガサワラオオコウモリは唯一の哺乳類 として生息が報告 され、推定生
息数は100頭以上とされている。さらに昼行性であること、他地域にくらべて体色が明るい
ことなど、他の島における知見とは異なる特性が報告されている(石井、1983)。2007年調
査では、100頭以上の生息が確認 され、4個体の遺伝サンプルが採取 された。また、夜行性で
あるが昼間も活動することや、体色が明るいこと等、1982年調査と同様 に、他の島における
知見 とは異なる特性が報告されている(鈴木 ら、2008)。南硫黄島は、小笠原諸島全体でネズ
ミ類等の外来哺乳類の影響を受けていない唯一の島である可能性が高く、本種の本来の生息
環境や行動を知る上で貴重な生息域である。そこで本調査では、2017年時点における大まか
な南硫黄島の生息数の推定、昼行 性等の日周行動の観察、体毛色の観察、さらに南硫黄島産
オオコウモ リの遺伝サンプルの採取を目的に調査を実施 した。調査は2017年6.月17日～27
日の間に行われた。
2.調 査方法
2-1.捕 獲調査
南硫黄島のオガサワラオオコウモ リ(以下、オオコウモ リ)の遺伝情報を得るため、また、
体色や歯の状態など、形態的な特徴を把握する目的で、オオコウモ リの捕獲を行った。オオ
コウモ リの捕獲は、人工的に設置 した餌場に誘引した飛来個体及び、踏査中に樹上等で確認
された個体を対象として、捕獲箱及び手捕 りにより捕獲 した。捕獲個体は外部計測を行った。
測定部位は、生体捕獲、屋外の夜間作業環境等の条件を考慮 して、体重、前腕長、第1指長、
第3指 長、第5指 長、下腿長、最大個体長、最大個体幅 とした。歯の状態を観察の上、撮影
した。成獣において♂の場合は睾丸サイズ、メスの場 合は乳頭サイズを計測 した。DNA解析
試料 として皮膜の一部を採取 し、エタノールで保存 した(現在解析中)。体重400g以上の捕
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獲個体を対象 として、自作首輪式のGPS記録計をとりつけ個体探索を試みた。個体の定位 ・
追跡は洋上の海洋調査船か ら行った(詳細は 「2-3.GPSを使ったオガサワラオオコウモ
リの行動観察」を参照)。
また、捕獲個体の糞を採取 し、採食物を調べるため糞中DNA分析用の試料とした。糞は
コンタミのないように採取 して、コバル トフリーシ リカゲルを入れた密閉容器に保存 した
(現在解析中)。また、体毛に付着 した花粉等を調べるために、口吻部付近の体毛への付着物
を粘着テープにより採取 した。使用後の粘着テープは、清浄なポ リプロピレンシー トに貼 り
付けた後、コバル トフリーシリカゲルを入れた密閉容器内で保管した(現在角斬 中)。
捕獲個体において各部の計測を行った。さらに、捕獲個体に外部寄生虫を発見した場 合に
は、採取し液浸標本 とす ることとした。 これ らの計測後、速やかに放獣 した。保定中は捕獲
個体の脱水等に気を付け作業を行った。誘引捕獲のための誘引餌は、視覚的誘引物を基本 と
して、タコノキ果実レプ リカ(自作)等 の模擬果実を用いた。また、誘引を促進するための
補助的な仕掛けとして、黄色から榿色系の視覚的効果物、2007年調査で録 音した南硫黄オオ
コウモ リの音声を再生 した聴覚的誘引、自生タコノキの落下果実を含む複数因子の嗅覚によ
る誘引を利用 した。調査地は、島南東の海岸林縁(標 高20m;図1-A地点)、登墓ルー ト上
の谷地形内ガ レ場の灌木林(標 高300m;図1-C地点)及 び、コル上の灌木林(標 高500m;
図1-E地点)付近の3箇 所とした。A地点では6H26日に誘引物を設置し捕獲を試みた※。
B地点では6月23日一24日までの間、誘引物を設置し捕獲を試みた。C地 点では6月24日
一25日までの問、誘引物を設置 し捕獲を試みた。
※A地 点では、海況の悪化により予定していた夜間調査を中止 した。
2-2.直 接観察による調査
① 直接観察
南硫黄島滞在中、A～Hお いてオガサワラオオコウモ リを観察し、時刻、個体数、行動等
を記録 した。観察には、 目視、カメラ、ノク トビジ ョンを使用した。また、A～Hを つなぐ
登禁 ・移動ルー ト上で観察された個体盾報 も同様に記録 した。 さらに、食痕やペ レッ ト、糞
等を確認 した場合には記録 ・採取等の上、可能な限 り餌種の特定をした。
滞在観察 日日寺は以下である。A地点は島南東の海岸林縁で6月26日9:54～12:07/17:30～
19:18の問、B地 点は島南の崩壊地上の灌木林で6月15日14:40～16:30/6月21日10:00～
13:30の間、C地 点は島南の谷地形内登禁ルー ト上のガ レ場にある灌木林で6月24日15:30
～25日5:00の間、D地 点は同登墓ルー ト上の急傾草地と森林の境で6月23日13:30～14:30
の間、E地点は標高500mコルで6月23日14:30～16:00/17:00～24日5:00の間、F地点は
コル上の登肇ルー ト付近でもっともまとまった林分となっている標高650m付近のコブガシ
林で、6月23日ll:30～12:30の間、G地点は標高750m付近のノボタン草地で6月24日6:40
～7:15の問、H地 点は標高916mの山頂ススキ原及び雲霧林で6H24日8:30～9:30の間で
あった。また登禁ルー トの移動 日時は、海岸部～500mコル間(標高Om;図1点線 ルー ト下
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部端～標高500m;図1-E地点)が 、6H23日5:50～10:23(往路)、6.月24日ll:06～15:10
(往路)、500m～山頂付近(標 高500m;図1-E地点～標 高916m;図1-H地点付近)が6月
24日5:50～8:06(往路)/9:30～ll:06(往路)で あった。
② 観察記録のまとめ
登禁ルー ト上で調査隊員に撮影されたオオコウモ リの全映像(静止画及び動画)か ら、撮
影状況の特定が可能な記録及び、①直接観察の記録を加 えた全記録(但 しUAVに よる観察
を除く)を集計し、延べ個体、観察位置、観察時間、採餌対象等を整理 した。さらに、可能
な場合、個体特徴(性 別 ・性成熟 ・体毛色 ・妊娠の有無等)や 、行動様式(摂食様式、飛行
様式)に おいて特徴的な事例を書き出した。
なお、観察記録の集計に当たっては、観察時間、調査行程やバディ編成から明らかに同一個
体である場合は重複として排除 した。ただし、往路復路による重複や、異なる場所に飛来し
た同一個体等が重複する可能性等は含まれたデータとなっている。
2-3.GPSを使ったオガサワラオオコウモ リの行動観察
捕獲調査における捕獲個体にGPS記録計をとりつけ、個体探索を試みた。GPS記録機に
ついては個体への影響や取得データの有用性 を考慮して、身体測定データを基に、基本的に
400g以上の両性を選択 し、GPS記録器(ECOTONETELEMETRY社製Uria-400)を縫いつ
けた皮製首輪※を装着する方法でとりつけた。(※ 首輪自作方法及び首輪の取 り付け手順の
策定、作業の安全性の確保については、小笠原自然文化研究所において学術実験及び教育普
及 目的で飼養 している個体の活用によって知見を蓄積 しプロ トコル化 している。また、小笠
原群島内のオガサワラオオコウモ リ70個体以上、火山列島北硫黄島のオガサワラオオコウ
モ リ1個体において追跡実績がある)。GPSの測位スケジュールは、昼夜活動する南硫黄島
のオガサワラオオコウモ リに合わせ、また、南硫黄島周辺での追跡可能期間を考慮 して24時
間連続で30分間毎とした。
対象は、6.月24日20時31分に、島南の登禁ルー ト上の谷地形内(標高350m地点)で捕
獲 した個体とした。GPS記録機(首 輪)の装着後、動作の妨げや、首輪のずれ等の不具合が
生 じないことを確認 し、個体の安全、健全性を確認 した上で放獣 した。放獣個体が飛去する
のを確認 した後で、人員は現場を離れた。
個体の定位 ・追跡は、6.月25日午後か ら6.月27日午前中に、FM電波(自 作首輪式に包
埋)の探索により、洋上の海洋調査船から行った。さらに、FM電 波が受信 された地点にお
いて、GPSデー タの遠隔ダウンロー ドを試みた。
2-4.UAVを 使 ったオガサ ワラオオ コウモ リの行動観 察
調査期間 中に、UAV(UnmannedAerialVehicle:D皿lnspire)によ り撮 影 されたオオ コウモ リ
の映像か ら、 出現場所の環境 を調べた。
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3.結 果
3-1.捕 獲調査
オガサ ワラオオ コウモ リーPteroρuspselaphonは、島南東 の海岸林縁(標 高20m;図1-A地
点)で2個 体、登禁ルー ト上の谷地形 内ガ レ場 の灌木林(標 高300m;図1-B地点)で1個
体、 コル上の灌木林(標 高500m;図1-C地点)付 近 で3個 体の合計6個 体を捕獲 した(図
2)。
a.外部計測
南硫黄島で捕獲 した6個 体について、外部計測を行った。表1に 測定結果を示す。6個体
の性別の内訳は、オス2頭 、メス2頭 、不明(乳 幼獣)1頭であった。乳幼獣は、母親個体
の胴 にしがみついた状態で捕獲 した。全個体の測定幅は、体重400-444g(メス成獣、乳幼獣
を除く4個体)、前腕長130.0-142.Omm(乳幼獣除 く5個体)、第1指 長32.4-35.2㎜(乳幼獣
除く5個体)、第3指 長250-261㎜(メス成獣、乳幼獣を除 く4個体)、第5指 長173-185.㎜
(メス成獣、乳幼獣を除く4個体)、頭長66-68㎜(メス成獣、乳幼獣を除く4個体)、頭幅
34.6-39.2㎜(メス成獣、乳幼獣を除 く4個 体)と なった。また、オスの睾丸サイズは39.0-
40.0㎜となり、オス2個 体ともに精巣の下垂が認められた。乳幼獣の前腕長は49.6㎜で
あった。
歯は、乳幼獣を除く全5個 体で、著 しい摩 り減 りが認められた。また柔 らかい葉由来 と思
われる汚れが 目立った。
b.体毛色
体毛色は、乳幼獣を除く全5個 体で、身体の上下面 ともに一様に明るい褐色が多く、部分
的に白～銀白色等の毛が交 じり、全体 として淡～赤褐色を呈 していた(図2)。皮膜及び、露
出している前腕、口吻部などの皮膚は黒色であった。母親の腹部にしがみついた状態で捕獲
された乳幼獣1個 体では、身体の上面は黒色で、部分的に白～銀白色等の毛が交 じり、全体
として黒色を呈 していた(図2-5)。成獣、乳幼獣 ともに後肩及び、腰の毛は、他の部位 より
毛が長かった。
3-2.直 接 観察(撮 影含 む)に よる調 査
3-2-1.直 接 観察
A、B、C、D、E、F、Hの 各地 点及び登墓ルー ト上(0～916m)にお いて(図1及 び表1)、
延べ67個 体(重 複 の可能性 あ り)の オオコ ウモ リを観察 した。
a.地点別の観察記録
島南東の海岸林縁のA地 点では、6H26日午前の観察時にはオオコウモ リは観察されず、
同日日没前2時 間弱の間に、誘引物に接近す るオオコウモ リを目視及び自動撮影機により確
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認 した。同個体は樹上を移動中の母親個体で乳幼獣を抱えてお り、同所で捕獲 した(個体1青
報は、「3-1.捕獲調査」を参照)。また、同所では食痕、ペ レッ ト、糞などオオコウモ リ
の痕跡は認められなかった。
島南の崩壊地のB地点では、6.月15日午後の観察において、16時頃にタコノキPandanws
boninenstS樹上で休息中の1個体が 目視確認され、観察中に飛去 した。個体盾報(性 別、成 ・
亜成獣の別等)は 不明であった。近くにアカテツPouten'aobovata(結実中)、ヤエヤマアオ
キM∂肋ぬd勿 糖α(開花中)が認められ、アカテツの葉上には糞が確認された。また、同所
のタコノキ林床で、一部が崩積土に埋まった状態でオオコウモ リ1体 の死体が確認 された。
死体に内臓はなく骨と皮のみで干からびてお り、死後1週 間～1ヶ月以内程度と思われた。
死体にはタコノキ果実のペ リッ トが付着 し、至近位置に食痕のあるタコノキ果実が確認され
た。さらに、6月21日の日中観察において、崩壊地より上部の標高150m程度の崖地上空を
西へ向かって、水平方向にはばたきながら移動する1個体が観察された。
谷地形内登肇ルー ト上のガレ場にある灌木林のC地 点では、6月23日午後15時頃より翌
24日の夜明けにかけて、延べ18個体が観察された。内訳は23日午後の 日没までに、谷内の
ガ レ場に生育するタコノキ ・トキワイヌビワ樹上に3頭 と、谷内を飛行する6個 体の延べ9
個体が観察された。夜間には誘引場所(樹 上)へ3個 体の飛来が確認され、 うち1個 体を捕
獲 した(個 体晴報は、「3-1.捕獲調査」を参照)。捕獲個体以外の個体晴報(性 別、性成
熟別等)は 不明であった。
同登禁ルー ト上の急傾斜の草地と森林との境 にあるD地点では、6.月24日午後に谷中を飛
行する7個体が観察された。飛行様式に多様 性が認められ、ソア リング(上昇気流を利用 し
て羽ばたかずに上昇)に より垂直移動す る2個体、谷内を水平方向にグライディング(滑空
飛行)し、ターン時にはばたく2個体、谷内をはばたき飛行 しながら樹木に着陸した1個 体、
翼を半開きにした状態で垂直方向へ急降下する2個体が観察された。
標高500mコルでE地 点では、6月23日午後に、延べ27個体が観察された。すべてが飛
行個体で、2個体は飛行後に樹木着地 し、 うち1個 体を捕獲iした(個 体情報は 「3-1.捕
獲調査」を参照)。観察場所からの限られた視界範囲における観察時間内の飛行形態は、ほと
ん どはばたかずに飛行(グ ライディングやソア リング等)す る16個体、はばたき飛行をす
る4個 体(う ち2個 体は滑空飛行 も行った)、翼を半開きにした状態で垂直方向へ急降下す
る4個体であった。飛行する1個体の腹部に幼獣1個 体がしがみついていた。同コルのある
尾根の両側下方は、崩壊をともなう南に向いた急峻谷で、特に海岸部からの上昇気流が発生
しやすい地形となっていた。上方は、山頂に至る上部の急傾斜尾根に続く、傾斜の変化点と
なってお り、コルのす ぐ上及び下方にそれぞれ切 りたつ岩峰があった。急降下個体では、山
頂方向か ら上方の岩峰を越えて落下 してくる個体や、下方(ピ ナクル)付近から下方に落下
する個体が認められた。同所は、捕獲のための誘引場所 としたため、飛翔するオオコウモ リ
が視認 しやすレ位 置に、視覚的誘引物を設置 していた。観察個体数について、連続的な観察
において明らかに同一個体と判断されるものは除外 したが、例えば、誘引された個体が間隔
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を隔てて飛来を繰 り返 した場合には重複の可能性がある。また、コル より50m程度上の誘引
場所のタコノキ林内では、6月23日夜から24日明け方までに7個 体が観察された。すべて
が林内か ら観察できた飛行個体で、 うち4個 体が同林分に着地して林内に滞在、この うち2
個体(オ ス1,メス1)を捕獲 した(個体情報は、 「3-1.捕獲調査」参照)。もう2個 体
は、メス成獣と抱きつく幼獣(性 別不明)で あった。母親(メ ス個体)の 体毛は明るい褐色
で、幼獣の体毛は暗く黒色であった。
標高650m付近のコブガシMachiluskobu林のF地 点では、6月23日の昼前後に2個 体が
観察された。1個体は樹冠部でコブガシ果実を採食中であった。また、1個 体は成獣メスで
枝にぶ ら下が り休息 しなが ら調査隊員を注視 していた。
山頂付近のH地 点では、6.月24日の午前中に飛行する2個体を観察 した。1個体は、南斜
面下よりソア リングにより急上昇 し、山頂部に出ると旧火 口のす りばち縁の上空を時計回 り
にグライディングで水平旋回 した後、羽ばたきながらV字ターンして観察者上空まで直線的
に飛来 した。上空から観察者を視認 しながら、はばたき飛行で通過 して西斜面に出た後、グ
ライディング飛行をしたまま下降姿勢に入 り西斜面下ヘロス トした。1個 体は南斜面下より
ソアリングにより出現 し、時計回りにグライディングで水平旋回 した後、グライディング飛
行をしたまま下降体制に入 り北西斜面下ヘロス トした。
b.飛行形態
直接観察において、次に示す多様な飛行形態が認 められた。
・ソアリング:上昇気流を利用 して、羽ばたかずに垂直方向又は斜面上方へ移動(図3～5)。
・グライディング:羽 ばたかずに水平方向又は斜面下方へ滑空移動(図3 ,4)。
・フラッピング:羽ばたきながら水平方向、斜面上方又は下方への移動。着地直前にはばた
く。飛び立ち時にはばたく。
・急降下:身 体を前方に傾 け、通常の飛行(グ ライダー、はばたき)時 より、前腕 をたて、
手(甲)及 び肘の位置をやや前方に出した状態で、翼を半開又は、ほぼ閉じて重力落下的に
行 う垂直又は斜面下方向への急激な移動。ほぼ直線的に落ちてい く場 合と、身体を大きく左
右に振 り続けなが ら落ちる場合等があった。急降下の際には、翼が震える大きな振動音が聞
こえる(図3,6)。
さらに、以下のような飛行形態の連続的変化 も認 められた。
・水平方向に往復するグライディング中に、往復の両端でフラッピングして方向を変えて、
グライディングに戻る(図4)。
・水平方向に往復するグライディング中に、往復の両端で、振 り子式に上方に体位反転させ
て減速の後に、グライディングに戻る(図4)。
・フラッピングで旋回上昇しながら上昇気流を探 し、ソアリングに入る。または、上昇気流
に入ってもフラッピングを続けて、一気に急上昇する。
・グライディング日寺に、はばたき加速をした後で、上方へきりもみターンして、グライディ
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ングの速力を得る。
・ソア リング後に、下方へきりもみターンしてグライディングの速力を得 る。
3-2-2.観察記録のまとめ
a.観察数及び場所
登禁ルー ト上で全調査隊員によ り記録 されたオオコウモ リ情報を表2に まとめた。 目視
(ノク トビジョン含む)及び撮影機器(UAVを除く)により観察されたオオコウモ リは226
個体であった。往路復路による重複や、再飛来した同一個体の繰 り返 し重複等の可能性を考
慮すると、観察実数は約68～ll3個体程度(約3～5割程度)と 考えられた。
島南東を始点とする登禁ルー ト上では、海岸部～山腹～山頂まで全行程でオオコウモ リが観
察された。標高区分別にみると海岸付近(標高0～20m)で2個体、谷地形下部 海蝕崖帯(標
高2(ト・200m)で6個体、谷地形中～上部(標高30(MOOm)で77個体、コル周辺(標高400～600
rn)で78個体、斜面上部(標 高600～800m)で49個体、山頂部(標 高800m以上)で は14
個体であった(表3)。
観察数を割合で見ると、コル周辺(標 高400～600m)と、谷地形中～上部(標 高300-400
m)が約34%と突出して高く、標高300～600mの問で7割近 くを占めた。ついで、斜面上部
(標高600～800m)が22%、山頂部(標 高800m以上)で は6%となった。海蝕崖の発達す
る標高200m以下(海岸付近+谷 地形下部 海蝕崖帯)で は4%以下となった。
観察時間については、夜間は捕獲調査時(2晩 の林内待機)を 除き観察機会がないこと、
さらに日中の観察日寺問は調査隊員の活動時間に大きく依存することから、参考として隊員の
活動が活発な7時～17時に限定すると(図7)、午前の観察事例は少なく、午後に集 中した。
b.性別及び行動
性別が確認された28個体(♂ll個体、g17個体)で は、雌雄とも標高300m以上の全て
の区間で観察された。
観察された個体の約80%(179個体)が飛行個体であり、地上で観察 された個体は約21%
(47個体)と なった。地上で観察された個体の うち89%(42/47個体)は樹上で、ll%(5/47
個体)は地表近 くで観察 された。樹上及び地表近 くで観察 された個体のそれぞれ29%(12/42
個体)、40%(2/5個体)が 採餌中の個体であった。
飛行行動が観察された179個体において、同一個体の複数飛行形態を含めて、246例(判
別不能10例を除く)の飛行形態が観察 された(表3)。最も多く観察された飛行形態はグラ
イディングでll7例、つぎはフラッピングで95例、さらにソア リング21例、急降下13例
となった。グライディング及びソア リングによる 「はばたかない移動」合計は138例で、観
察 された飛行形態例の56%となった。さらに下降時の翼を広げない急降下を加 えると151例
となり、観察された飛行形態例の61%を占めた。
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c.採 餌 対象
採餌個体 の餌対象 と して(表4、 図8)、タコノキPandanwsboninensis実の採食確認7例 、
コブガ シMachiluskObu実6例、ピサカ キーEuryal'aponica実1例、ハ チジ ョウススキMiscanthus
condensatus茎2例が確認 された。さ らに、採食 していた可能 性が高い対 象 としてナンバ ンカ
ラムシBoehmen'anivea1例と、オオ タニ ワタ リAspleniumantiquumがあげ られた。ハ チジ ョ
ウススキ茎の採食 は山頂部スス キ群落の地表近 くで複数 回観 察 され 、本調査 が初確 認 となっ
た。 タコノキ実の採食 は標 高0～20m及び300～400mで、 コブガシ実は標高300-400m及び
600～800mで、ヒサカ キ実及びハチ ジ ョウススキ茎は標高800m以上で確 認 され た。このほか
採餌対象 になってい る可能性の高い植 物 と して、オオ トキ ワイヌ ビワ朽α翻 酌 伽醐αε実、タ
コノキ花、チ ギElaeocarpuszollingerivanpachycaipus実及び花が観察 された。
d.繁殖に関わる情報
本調査において、南硫黄島における本種の繁殖に関わる情報4件 が得 られた(表5)。海岸
林(標 高20m)及びコル(標 高500m)のタコノキ林内で各1組 、計2組 の親子が確認され
た。いずれ も母親の腹部にしがみつ く、生後数数十 日程度 と推定 される乳幼獣であった。ま
た、コル(標高500m)の上空では、腹部に幼獣をかかえて飛行する母親個体が観察された。
この他、山頂部において、腹部が大きく、生殖器外部が脱出気味で出産前後と思われる掌の
成獣が観察された。
3-3.GPS使ったオガサワラオオコウモ リの行動観察
6.月24日夜にGPS記録機(首 輪)を 装着 して放獣 した個体を、6月25日午後から6.月
27日午前にかけてFM電 波(自作首輪式に包埋)探索した結果、次の地点でFM電 波によっ
て個体位置を定位 した(表6、 図9)。
6H25日15:3(M6:00北西側300mH/16:30南側 登禁ルー ト谷地形内400mH/18:45南
側 馨 ノレー ト谷地形内(標高推定出来ず)/20:30西側or馨 ノレー ト(※南西3.7㎞の洋上
より)
6.月26日8:30～8:50南側登禁ルー ト400mH/9:15登禁ルー ト400mH/10:15東側/ll:30
北東側/18:00南側 登禁ルー ト/21:00南側 登禁ルー ト
6月27日6:00南側 登墓ルー ト/8:50南側 登墓ルー ト
なお、FM電波によるオガサワラオオコウモリの定位地点において、GPSデー タの遠隔ダ
ウンロー ドを試みたが、全ての定点でデータ回収が出来なかった。このため、本調査で得 ら
れたオオコウモ リの移動盾報はFMに よる定位1青報のみとなった。
得 られた定位 晴報を連続的に観 ると以下の通 りであった。
6.月24日20時台に島南側350m(登禁ルー ト上)に 飛来した(捕 獲された)個 体は、放
獣翌 日の25日15:30には島北西側300m付近に、その後16:30には再び島南側400m(登墓
ルー ト上)に 戻 り、18:45にも同島南側(登 禁ルー ト上)で確認 された。放獣翌々日の26日
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8:30に前夜の定位位置 と同じ南側登墓ルー ト400mで確認された後、10:15に島東側、さら
に、ll:30に島北東側で確認された。その後定位できず、18:00には島南側に戻っているのが
確認された。その後、同日21:00、放獣3日 目の27日6:00及び8:00に島南側で確認された。
このように、夜～翌朝にかけては島の南側の谷内で活動し、朝から夕方までは島の東、北西、
西側で活動 していたことが明らかになった。ただし、GPSデー タが入手できなかったことか
ら、これ らの定位地点の問の移動や、捕捉できていない時間帯の行動は不明であった。
3-4.UAVを使ったオガサワラオオコウモ リの行動観察
UAVにより、島の南側を除く3方 位においてオガサワラオオコウモ リが確認された(表
7、図10)。島北側の斜面では飛行通過する個体、島東側の標高300～350mでは飛来して樹
木に降 りる個体、西側では飛行個体が複数回確認された。また、島外周(お よそ標高400m
以下)で は、各所に分布するタコノキにおいて、この時期、南西から西側で開花個体が集中
していることが明 らかになった(表7、 図ll)。
4.考 察
4-1.個 体数
すべての調査時(UAV含む)におけるオオコウモ リの確認は全島に及んだ。観察地点及び
登禁ルー ト上(標高0～916m)におけるオオコウモ リ調査では延べ67個体(重複の可能性あ
り)が観察された。また、登禁ルー ト上で全調査隊員によって記録 されたオオコウモリ情報
か ら、重複等の可能性を考慮 した観察実数は約68～ll3個体程度(約3～5割程度)と 考えら
れた。これ らから、島南側で少なくとも100個体程度は生息 しているもの と考えられ、1983
年及び2007年の推定値 と同程度の値 となった。
UAVによる観察では、西斜面や北斜面でもオオコウモ リが確認されてお り、FM追跡個体
は島の南～西～北東を移動 した。 しか しながら、UAVによる観察でも多数の目撃盾報があっ
た島南の谷(登 墓ルー ト)のように、集中的な出現が観察された地域は認められなかった。
2007年調査では、島の南側以外にも比較的密度の高い生息場があった場合を想定 し、未調
査の島の3/4程度の森林地域等においても南側同様な生息分布を仮定した場 合の生息可能頭
数を100～300頭程度 と予想 している。本調査において、厳 しい生息環境が再確認され、さら
に南硫黄島個体群が同島内だけで生息 している仮定に立つと、単純な面積計算からは300頭
程度の生息が試算可能ではあるが、現在の餌環境等により、百数十頭程度が生息規模の上限
となっている可能性がある。さらに、一様に歯の磨 り減 りが観 られ る南硫黄島個体群の個体
の生存年数は、他の島の個体群より短い可能性がある。今後はアルゴスやGPS追跡等を利用
して、ねぐら位置の探索、島内行動の様式の把握を行い、より詳細な南硫黄島の個体群の生
息状況を把握する必要がある。
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4-2.形 態
a.外部計測値、歯
本調査における外部計測値は、小笠原群島父島及び、火山列島南硫黄島 ・北硫黄島 ・硫黄
島における本種の計測値幅の範囲内であった。捕獲した6個 体の性別の内訳は、オス2頭 、
メス2頭、不明1頭(乳 幼獣)で あった。
乳幼獣を除く全5個 体で、歯の著 しい摩 り減 りが認められた(乳幼獣は未確認)。また、柔
らかい葉由来と思われる汚れが 目立った。成獣の著 しい歯の磨 り減 りは、2007年の南硫黄島
調査で捕獲された全5個 体や、2008年～2015年の北硫黄島調査で捕獲 された同島個体群に
おいても観察されてお り、栄養不足や、タコノキ実など固い食物の頻繁な採食による影響の
可能性が指摘されている。本調査においても、捕獲 された全成獣で歯の著しい磨 り減 りが認
められたことか ら、南硫黄島のオガサワラオオコウモ リは、限定的な餌資源の中で慢性的な
餌不足状態にあり、未熟果等の固い食物も積極的に利用するために、一様に歯の摩耗が生じ
ているものと考える。植物の果実、花、葉を主要な食物として、口腔内で咀噛 して水分だけ
を飲みこみペ リッ トを吐き出す本種において、歯の摩耗は生存に影響する要因のひとつと考
えられることか ら、小笠原群島の個体群 と南硫黄島などの個体群では、平均的な生存年数が
異なる可能性もある。同日寺に、厳 しい環境下において、磨 り減った歯でも咀囑 しやすい、や
わらかい草本類がより積極的に利用されている可能性 も考えられた。
b.体色
本種 の従来記載の体色は、[身体は上下面 ともに暗褐色で、背 ・腰 ・胸 ・腹には光沢のある
銀白色の毛が散生する。頸側では毛端の灰 白色部が長 く、ために不明瞭な頸側斑を形成する
(黒田、1940;今泉、1970ほか)]とされている。1983年調査(石井、1983)及び、2007年
調査(鈴 木ら、2007)では、他島の個体群 と異なる 「明るい体色」が確認されている。本調
査では、捕獲個体及び多くの観察個体から、「赤褐色を帯びた明るい体色」が再確認 され、
1983年、2007年調査を追認する結果 となった。2007年調査では、南硫黄島個体群の特徴的
な体色の成因として、同島特有の 日中行動による日焼け、慢性的な餌(栄養)不 足等の可能
性 してお り、体色変化は後天的であるとする考えを述べている。本調査で初めて、南硫黄島
個体群の乳幼獣が捕獲され(母 親個体 と伴に)、体色が従来記載の通 り黒色であることが確
認された。このことから、「明るい体色」は生後の変化であることが結論づけられた。
c.乳幼獣等の確認
本調査において、乳幼獣について3例 の情報(捕 獲個体1、観察事例2)が得 られた。ま
た、妊娠中と考えられる成獣gが1例 観察された。オガサワラオオコウモ リの繁殖生態につ
いては未解明な部分が多く、特に南硫黄島個体群ではこれまでほとんど盾報が得 られなかっ
た。父島では、冬期に形成 される集団ね ぐら等における繁殖行動が知られている(Sugitaetal.,
2009)。また乳幼獣の脱落保護事例から出産期は6～8月頃と考えられる(鈴木 未発表)。本
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調査により初めて得 られた南硫黄島の繁殖晴報(出産及び育児初期)か ら、同島個体群が父
島とほぼ同様な繁殖スケジュールを持っている可能性が高い。今後、火山列島の他の島々と
ともに、繁殖スケジュールの調査を進める必要がある。
4-3.日周行動
オガサワラオオコウモ リが分布するのは、小笠原群島の父島および母島、火山列島の北硫
黄島、硫黄島および南硫黄島(鈴木 ら、2010ほか)である。父島におけるオガサワラオオコ
ウモ リの日周行動は典型的な夜行性であり(稲葉ほか、2002)、北硫黄島と硫黄島でも夜行性
であることが確認された(鈴木 ら、2012;東京都環境局、2008)。さらに、過去に分布が確認
されていた母島でも夜行性であった(蓮尾、1969)。なお、父島や北硫黄島では、限定的な 日
中活動が観察 され る場合があるが、ね ぐらが形成 されている森林内や周辺に限られている
(鈴木、未発表)。
南硫黄島のオガサワラオオコウモ リは、日中、夜間 ともに島内広域を使い、活発に活動す
ることが確認されている。前回調査では、昼間は明瞭な休止時間を持たず、休息と餌探 しを
繰 り返 しなが ら活動 している可能性が示唆されている(鈴木ら、2008)。本調査において観察
された 日中活動は、山頂域までの上昇飛行や低標高域への急降下、島内反対側 との往復(FM
追跡個体)な ど、大移動を含んだ非常に活発なものであり、他島において散見される日中活
動 とは明らかに異質のものである。
南硫黄島のオオコウモ リが昼間も活動 している要因としては、慢性的な餌不足によって、
長い餌探索時間が必要な可能性 一特に2007年調査時は、直前に南硫黄島に襲来した台風影
響によって極度の餌不足状態にあった可能性一、昼間行動する猛禽類などの天敵不在等が指
摘されている。これ ら南硫黄島の日周行動を評価するためには、同様な環境の北硫黄島にお
ける本種の日周行動との把握および、南硫黄島との比較を行 う必要があるとされていた(鈴
木 ら2008)。
2017年(本調査)で は調査前の台風通過等はなく、小笠原群島で顕著であった渇水の影響
も目立たなかった。植生に強い自然擁乱等は認められず、ほぼ健全な状態と考えられ、オオ
コウモ リがコブガシ実、タコノミ実(熟果)等 の優占木本類を利用するのが観察された。両
調査を比較すると、2007年調査は、台風後の強い擁乱状況下での行動観察事例であ り、2017
年調査は、南硫黄島における本来の夏季の観察事例 として再整理することができる。これに
より、昼夜 を通した活動、特に昼間の活発な行動は、一時的な自然擁乱によらない、南硫黄
島のオガサワラオオコウモ リの定常的な行動と評価できる。さらに、前調査(2007年)以降
に、同じ火山列島の硫黄島、北硫黄島のオオコウモ リの主要な行動時間帯が夜間であること
が確認されていることか ら(鈴木 ら、2012;東京都環境局、2008)、昼間の活発な活動は、本
種において南硫黄個体群が持つ固有な行動であることが明らかになった。
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4-4.食性および採餌行動
オオコウモ リの採食が確認されたものは、タコノキ実、コブガシ実、ヒサカキ実、ハチジ
ョウススキ茎であった。タコノキの果実は過去調査でも採食が確認 されてお り、南硫黄島に
おける主要な餌資源とされている(石井、1983;鈴木 ら、2008)。捕獲調査のための誘引では
日中、タコノキ実のレプリカを視認 した飛行個体が接近 ・着地するのがたびたび確認された。
餌の探索や定位 に他の島よりも日中の視覚を使 っている可能性がある。視認対象 とな りうる
植物 としてタコノキの白色房状の花が観察された。特に、調査隊員のオオコウモ リ目撃頻度
が高かった島南の登禁ルー トの標高200m以上では、タコノキ群落が連続 し、開花 ・結実中
の個体が多数確認されていた。調査期間中に、同所に採食可能なタコノキ花 ・実の餌資源が
比較的集中していたと考えられる。また、UAVにより、島の全斜面方位に分布す るタコノキ
群落の中で、西斜面には開花個体が集中していることが明らかになり、さらに、 日中に同斜
面中腹のタコノキ群落に飛来するオオコウモ リが観察された。
南硫黄島は、周囲7.5㎞、面積3.54k㎡と、小笠原諸島の主要島の中では特にノJ・さい。植物
の固有性は非常に高いが、基 本的な種多様性は低 く、島全体のバイオマスも小さい。最近の
MtDNA及びマイクロサテライ ト解析により、南硫黄島、北硫黄、父島のオガサワラオオコ
ウモ リはそれぞれ特徴的な遺伝子タイプを持つことが確認され、近年の島問交流が欠如 して
いると考えられている(Okadaetal.,2014)。すなわち、南硫黄島のオガワラオオコウモ リは、
台風常習地域に位置 し、餌植物の多様性の低い小 さな島内で、通年 して生存 していることに
なる。南硫黄島の6.6倍以上の面積を持ち、外来植物 ・栽培種 も含めた植物の多様性が高い
父島のオオコウモ リ個体群の行動圏(採餌範囲)は、通年、父島列島内の周辺属島に及んで
いる(東京都、2015)。南硫黄島のオオコウモ リが、島問移動をせずに個体群を維持す るため
には、資源の少なさ(小面積)や 餌種の多様性の低さを補 う工夫が必要だと思われる。父島
と南硫黄島の面積以外の大きな違いは、後者が1000m近い山岳島であることだ。両島で広域
に分布する代表的な固有木本で、オガサワラオオコウモ リの主要な餌資源 となっているタコ
ノキの分布は海岸か ら山頂部に及び、父島では海岸部から標高326m付近まで、南硫黄島で
は標高916mまで続 く。標準大気の気温減率(6.49℃/1000m)に従えば父島の標高326m地点
と海岸部の気温差は約2.12℃であるが、南硫黄島の海岸部と山頂の気温差は約5.94℃となり、
植物の生育環境 としての違いはより大きい。なお、父島の山間部では、標準大気の気温減率
を大きく上回る気温差が観測されていることから、雲霧のかかる南硫黄島山域では、海岸部
に比較 して更に大きな気温差がある可能性もある(飯島、2017;吉田ら、2002)。
さらに、南硫黄島は起立した単純円錐形の山体であるが、西側には深 く切 り立つ大規模な
谷地形が集中し、北凍 側では比較的均質な大面積斜面が覆 うなど、斜面方位による地形差
も大きい。従って、方位や地形によっても、日照時間や気温、湿度等に大きな差異が予想 さ
れる。これ らの局所気象の差異に対応 して、分布する同一種内でフェノロジーが多様化 し、
一例えば、コブガシ、ピサカキ、タコノキ等の重要な餌植物の花期及び結実期が、斜面方位、
高度、地形等で大きく変異 し一 、結果としてオオコウモ リの餌利用可能な期間が増えている
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可能性が考えられる。
加えて、南硫黄島のオオコウモ リは、日中も活発に活動す ることによって昼間に開花する
植物を利用 し、昼間活動する陸鳥とも餌競争を行 うことで、夜行 性の他島の個体群 と比較 し
て採餌機会を広げている可能性がある。
本調査で初めてハチジョウススキ茎の採食が確認 された。また、採餌の可能性が高い対象
としてナンバンカラムシ、オオタニワタリがあげられた。これまで、オガサワラオオコウモ
リでは、31科42属105種の採食が確認されているが、草本類の利用情報は少ない(鈴木 ら、
2014)。父島における外来種(栽培種バナナ類 とオウムバナ科観葉植物)の利用を除くと、自
生種ではナンバ ンカラムシ、オオタニワタリ、本調査によるハチジョウススキに限 られる。
うち、ナンバンカラムシとハチジョウススキは南硫黄島(鈴木 ら、2008)、オオタニワタ リは
南 ・北硫黄島及び父島における確認である(中村 ら、2008)。これまで南硫黄島及び北硫黄島
で捕獲されたオガサワラオオコウモ リでは、すべての個体で著しい歯の摩耗が確認されてお
り、慢性的な餌不足下でタコノキ未熟果などの固い食物を積極的に利用している影響が考え
られている。南硫黄島で複数確認 されている草本類は、いずれも資源量が多く、島の山岳域
でも出現する種類である。オオタニワタリは、林冠閉鎖 した林分の林床や谷地形の底部、ナ
ンバンカラムシは岩盤やガ レ場などの不安定な環境、ハチジ ョウススキは山頂部をはじめ各
所の尾根地形の縁などに出現する。父島では確認の少ない草本類が餌利用されている理由と
して考えられるのは、慢性的な餌不足状況下において、通年 して利用可能で、かつ台風等の
擬乱時にも残存、又は再生の早い草本類を利用することによって、食いつなぎ資源を広げて
いる可能性である。加えて、歯の磨 り減 りは生存にかかわるため、摩耗 した歯でも咀噛 しや
すい、草本類の柔 らかい葉を必然的に利用 している可能性 も考えられる。
4-5.飛行形態
観察個体の飛行形態は多い順から、グライデ ィング、フラッピング、ソア リング、急降下
となった。グライディング及びソア リングによる、はばたかない飛行合計は56%とな り、急
降下を加 えると61%を占めた。はばたき動作のない、あるいは、はばたき動作と連続的に行
うグライディング、ソアリングや急降下の多用は、南硫黄島個体群が持っ大きな行動的特徴
と考えられる。特に興味深いのは、グライディングやソア リングによる急上昇と、半開翼を
調整 しなが行 う急降下によって、一気に、高度差数百メー トル以上の移動を行 うことである。
このような飛行形態が発達 した要因として、南硫黄島のオオコウモ リが、限定的(面積 ・餌
種数)な餌条件下で採餌機会を確保す るために、同島の地形、気象に合 う飛行手段を適応進
化させた可能性が考えられる。すなわち、種内フェノロジーの島内変異を最大限利用するた
めに、海岸部から山頂域に至る、高度、方位、地形等の異なる地点に自在に移動する飛行形
態の獲得である。南硫黄島は洋上の山岳島で、北回帰線に近 く、周辺海域は熱帯域に近い。
一方で、山頂部には伊豆諸島と共通の温帯域の植物種が出現す る標高差を持つ本格的な山岳
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島となっている。つま り、熱対流による上昇気流が発生 しやすい緯度帯に位置する、地形性
上昇気流が発生 しやすい山岳地形を持つ島である。このように、上昇気流の発生条件が揃っ
た環境において、同条件を移動に利用することは合理的である。上昇移動に加 えて、水平移
動や、移動のための速力確保等においても島内各所で発生 している上昇気流を巧みに使い、
効率的な移動をしているオオコウモ リが観察されている。山頂域の観察では、南斜面よりソ
アリングで急上昇 した個体が、山頂域で旋回飛行後に、他斜面下に降下するのが観察 されて
いる。父島では、はばたき飛行により水平方向に移動する個体が頻繁に観察されるが、本調
査では、水平方向のはばたき飛行の観察の頻度は低かった。これ らか ら、島内の別斜面に移
動する際に、山頂や島上部を経由地 として、上昇気流を使った急上昇と、急降下による垂直
方向移動の組み合わせを多用 している可能性が高い(図12)。餌環境が厳 しく、かつ大きな
標高差の移動が必要な島で、エネルギー消費量の大きいはばたき飛行を減 らした移動形態を
とることは、生存上も蕎1」であると考えられる。
南硫黄島は、高標高域では雲霧 となることが多く、山頂部には雲霧林が形成 されている。
オオコウモ リが雲霧帯に入る急上昇をした場合、全身(体 毛や皮膜)は 「びしょ濡れ」にな
ることが予想される。オガサワラオオコウモ リは日常的にグルー ミングを絶や さず、特に皮
膜内側は入念に行 う。父島では、雨や朝露で濡れた身体を念入 りに舐めとる姿が観察されて
いる。意識的な行動であるかどうかは別にして、南硫黄島では、雲霧帯への出入 りを含むオ
オコウモ リの急激な垂直方向の飛行が、グルー ミングを通じた水分摂取に役立っている可能
性がある。
4-6.南硫黄島の生息環境 と飛行形態及び活動時間の関係 について
2007年(前回調査)に続き、南硫黄島のオガサワラオオコウモ リが昼間 ・夜間ともに活発
に活動することが明 らかになった。2007年調査では、昼間には休息と活動を交互に繰 り返す
ことが報告されているが、本調査において6時 ～17時に限定 したオオコウモ リの確認では、
午前の観察事例は少なく、午後に観察事例が集 中していた。また、FM追跡個体では、得 ら
れた打点は限定的であるものの、夜間から朝(9時過 ぎ)までは、南域の谷地形付近で確認
され、昼間(10時以降～16時頃)は、南域を離れ、北 ・北西斜面等で確認 された。南硫黄島
における上昇気流の発生状況の詳細は不明であるが、一般的に上昇気流が発生しやすいと考
えられる日中に大きな移動が観 られ、夜間から朝には南域内に確認地点が留まったことは興
味深い。
南硫黄島は未だ外来ネズ ミ類の侵入が見られておらず、全島が海鳥類の大繁殖地となって
いる。シロハ ラミズナギ ドリ、セグロミズナギ ドリ、クロウミツバメ等が山腹から山頂に至
る各所林内で営巣 してお り、日没から数時間、また夜明け前の数時間は、営巣地林内及びそ
の周辺上空には、飛来 ・飛去する警 しい海鳥類が集中する。さらに、同3種 は飛来時には樹
冠に降 り、飛去前には樹幹を登 り、飛来直前、飛去直後には一時上空で集団化するなど、繁
殖地の森林及び上空を一時的に占拠 した状態になる。これ ら海鳥集団の、極端に集中する飛
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行 ・林内行動 ・鳴き声等が、同じ飛行動物であり、鳴き声で同種の餌場を探す ことがあるオ
オコウモ リの活動日寺問 ・場所に影響 している可能性 も考えられる。
本調査ではダウンロー ド型のGPS記録機器を使用 したが、データの取得には至らず、南硫
黄島のオガサワラオオコウモ リの詳細な行動追跡は出来なかった。今後は、同島独特の飛行
形態や行動時間等の実態を明 らかにするために、アル ゴスなど衛星経由の記録計等を利用 し
た調査の実施に期待 したい。
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Bonin flying fox of Minami-Iwo-To Island, the Volcano Islands in 2017
Hajime SUZUKI1* , Kazuo HORIKOSHI', Sora HORIKOSHI', Yosuke AMEDA' 
      &Yusuke MURATA'
1. Institute of Boninology, Nishimachi, Chichijima, Ogasawara, Tokyo 100- 2101, 
* hajime@ogasawara.or jp (author for correspondence)
Japan.
The Bonin flying fox (Pteropus pselaphon) isthe only mammal endemic to the Ogasawara Islands. 
A field survey was conducted inJune 2017 to clarify the current status of this species on Minami-Iwo-To 
Island. This survey estimated the flying fox population at more than 100 individuals, imilar to the 
population size estimated by previous urveys in 1982 and 2007. Our survey revealed that June is a 
birthing and parenting period. We observed unique flying behaviors, uch as flying using an ascending 
airstream and steep, falcon-like descents. Based on observations u ing an unmanned aerial vehicle (UAV), 
it was suggested that Bonin flying foxes on Minami-Iwo-To Island use phonological variations in the 
timing of maturity of fruits of Pandanus boninensis, its major food resource.
Key words 
Bonin flying-fox, Flight form, Ogasawara Islands, Volcano Islands.
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図1.南 硫 黄 島 に お け る オ オ コ ウ モ リ調 査 地 等 位 置.A:南 東 部 海 岸 林 、B:南 西 部 崩 壊
地 、C:標 高300m調 査 地 、D:標 高400m調 査 地 、E:コ ル 、F:標 高650m調 査 地(コ ブ ガ
シ 林)、G:標 高700m調 査 地(ノ ボ タ ン 草 原)、H:山 頂 。 点 線 は 登 肇 ル ー ト.
Figurel.LocationoftheFlyingFoxsurveysiteete.inMinami-lwo-Toisland.
A:Southeastemcoastalf()resちB:CollapsesouthwesちC:AltitUde300mSurveyedareaD:Altitude400
mSurveyedare亀E:Col,F:Altitude650mSurveyedarea(coboysterf()rest),G:AltitUde700mSurveyed
siteNovotangrassland),H:summitpeak.Thedottedlineistheclimbingroute.
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図2-1.捕 獲 個 体l
a:顔 正 面 、b:顔 横 、c:全 身 腹 側 、d:全身 背 側 、e:歯
Figure2-1.CaptUreindividuall.
a:face_front,b:facQ_side,c:wholebody_belyside
d:wholebody_backside,e:tooth
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図2-2.捕 獲 個 体2
a:顔 正 面 、b:顔 横 、c:全 身 腹 側
Figure2-2.CaptUreindividual2.
a:face丘ont,b:faceside,
d:wholebody=backside,
㌧ ・
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?
d:全身 背側 、e:歯、f生殖器
c:wholebody_ventralside
e:tooth,fReproductiveorgans
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図2-3.捕 獲 個 体3
a:顔 正 面 、b:顔 横 、c:全 身 腹 側 、d:全 身 背 側 、e:生 殖 器 、
f:乳 房(経 産 個 体)
Figure2-3.CaptUreindividual3.
a:facQ_front,b:飴c(ミ」side,c:wholebody_belyside,d:wholebody_dorsalside,
e:Reproductiveorgans,fbreast(propagatedindividual)
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図2-4.捕 獲 個 体4
a:顔 正 面 、b:歯 、c:全 身 腹 側
Figure2-4.Captしifeindividual4
a:facefront,b:tooth,
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c:wholebody_bellyside,d:wholebody_dorsalside(GPS)
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図2-5.捕 獲 個 体5及 び6
a:顔_]E面、b,d:母 親 と仔 獣 、c:歯(成 獣g)、e:仔 獣
Figure2-5.Captu[reindividuals5and6
a:face_fbont,b&d:motherandbaby,c:tooth(adultg),e:baby
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図3.オ オ コウモ リのはばたかない飛行形態
a:山 頂部全 周の上昇気流 を使 い高速 でグライデ ィング旋 回す る個体
b:グ ライデ ィングで水平移動す る個体
c,d:急降下す る(翼 を閉 じる)直 前 の個体e:急 降下 中の個体
Figure3.Flightformnotflapping
a:HighspeedglidngtUrning(mountaintop)
b:lndividualsmoVinghorizontallywithgliding
c,d:Justbef()reasuddendescent(closingthewing)e:Du血garapidfall
到
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フラッピング又は
上体反転により
方向転換する
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図4.は ば た か な い 飛 行 形 態 の 模 式 図
a:グ ラ イ デ イ ン グ
ジ グ ザ グ に グ ラ イ ダ ー し な が ら水 平 移
動 又 は 下 降
b:ソ ア リ ン グ
上 昇 気 流 を 使 い 、羽 ば た か ず に 垂 直 方 向
へ 旋 回 上 昇 .上 昇 気 流 の 中 で 、は ば た き
な が ら一 気 に 急 上 昇 す る 個 体 も 観 察 さ
れ た.
Figure4.Schematicdiagramofflightfomi
withoutflapPing
a:GlidingHorizontalmovementordescent
whiezigzagghdi119
b:Soa血gSwingupwardinthevertical
directionWithoutflapPing.lntheascendingair
currengindividualsthatrapidlyjuml)ata
strokewhileflappingwerealsoobserved.
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図5.ソ ア リングの2形 態
上昇気流 を利用 した旋 回上昇 の後 → よ り強い上昇気流 に入 り、
直線的な急浮上 を した事例
Figure5.TwoformsofSoa血g.
AftertUrningupward→Acaseof㎞earsuddenemergence
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図6.急 降 下(連 続 写 真 と模 式 図)
翼 を 開 い た ま ま 頭 を 下 げ て 急 降 下 を 開 始.翼 を 半 開 程 度 に た た み 、 一 気 に加 速 す る.半 開 翼
を 微 調 整 して ブ レー キ を か け な が ら 、 ほ ぼ 垂 直 方 向 に 急 降 下 す る.半 開 翼 の 皮 膜 は 激 し く振
動 し、 音 を 出 す.
Figure6.Swoop(ContinuousphotoandPatterndiagram).
Keepingthewingsopen.Lowerhisheadandfacedown.Startasteepdescent.Foldthewingshalfopen
andaccelerateatonce.Whilef血e-adjustingthehalf-openingbladeandapPly血gthebrake,itquickly
descendSinthevenicaldirection.Thefilmofthehalfoper血gbladevibratesviolently,itgivesoutasound.
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観察数
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6-77-88-99-1010-1111-1212-1313-1414-1515-1616-17
図7.日 中 観 察(7-17時)に お け る 時 間 別 観 察 数
Figure7.Numberofobservationsbytimeindaytime(7-17)observation
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図8.採 食 が 確 認 され た 餌 植 物
a,b,c:ス キ の 葉 茎 山 頂 付 近(a,b佐 々 木 哲 朗 、c朱 宮 丈 晴)
d,e:タコ ノ キ 果 実(天 野 和 明)、fト キ ワ イ ヌ ビ ワ 実(鈴 木 創)
g:コ ブ ガ シ 実Ull上 和 人)、h:ピ サ カ キ 実(川 口大 朗)
Figure8.Feedingplants
a～C:MiscanthUScondensams
d,e:Pandanusboninensts,fFiasbonirzsimae
9:MachilwskObu,h:Eurya/OPonica
纏 》
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N登●ルート標高約400m紬点で強い反応
ノ251&45
登蓼ルートで反応受信
(帽西沖より受信したため糠高塁明)
ノ252e30
酉側もしくは登Oルートで弱い反応受信
傭配7㎞ 淋 り受信したため標高不明)
eeルー ト㎜m轡 姻 い反応
反応が消える
登●ルートで反応受信
登●ルートで反応受信
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,n7850 '、
翌墜嫡1吻レー トで反応璽酬醤
亀(⑩
拳
'
d
囮
_口 呂「5効厨温言再1∫脳コ
図9.テ レ メ ト リー 調 査 に よ る オ オ コ ウ モ リ の 追 跡 結 果
a:FM受 信 地 点b:FM放 探 の 航 路 軌 跡
Figure9.Trackmgresultoftelemetrysurvey
a:FMrecel)tionpointb:Ship,sroutemap
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図10.UAVで撮 影 され たオガサ ワラオオコ ウモ リ.
FigurelO.Bo血FlyingFoxbyusingUAV.
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図ll.UAV等 で 西 斜 面 で 撮 影 さ れ た 開 花 中 の タ コ ノ キ 群 落.
Figurell.Pandanusboninensis(Blooming)byusingUAV.
a,b:西斜 面Westslopec:南西 コ ル 付 近Southwestcol(NonUAV)
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図12.南 硫黄 島にお けるオオ コウモ リの飛行イ メー ジ(い ずれ も 日中)
s:ソア リング(旋 回上昇及び直線 的吹 き上 り)は 垂直方向上部への移動の主要飛行形態
g:グライデ ィングは、上昇 、下降、水平移動 のすべてで頻繁 に使用 され る.広 い斜 面 を大
きくジグザ グに探索飛行す る(g2)、谷 中や短距 離移動 でを短 くジグザグ飛行す る(g3)、
山頂部独特の全周の上昇気流 を使 った高速旋回(gl)等 、多様 であ る.
fフ ラッピングは、着 地、減速 、飛 び立ち、グライデ ィングの方 向転換 時の基本動作 であ
る.低 標高～ 中腹の水平移動、谷内の移 動で観 察 された.
sw:島内各所で観 られた.大 きな移 動では主要な飛行形 態のひ とつである.
S→gl→SW:南硫黄 島独特 の島内移動方法 フラ ッピング等の水平移動 を用いず、 ソア リン
グで 山頂部 に急浮上 した後 に急降下す る=上 昇気流 を使 い 山頂 を介 した移動方 法
Figurel2.FlighthnageofFlyingFoxinMinan廿一Iwo-ToIsland(Daytime)
s:Soa血gisthemainflightformofvenicalupwardmovement.
g:Gli(㎞gisfbequentlyusedinallofrising,descending,andhorizontallymoving.
fFlapPingisthebasicoperationatthetimeofchangingdirectionoflanding,deceleration,flight,and
gliding.Horizontalmovementoflowelevationtomiddleabdomen,movementinvalleywasobserved.
sw:Iwasabletoseeitallovertheisland.Itisoneofthemainfomisofthghtwithlargemovements.
s→gl→sw:Usingarisingaircurrenttomovethroughthesun血it,
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表1.南 硫 黄 産 オ ガ サ ワ ラ オ オ コ ウ モ リの 計 測 値.
Table1.ThebodysiZesofRpselahoneinMinami-lwo-ToIsland.
No 1 2 3 4 5 6
捕獲 日Date 2017.6.232017.6.232017.6.232017.6.242017.6.262017.6.26
捕獲場所CapturePoint E E E C A A
性別sex ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ 不明
成獣/亜成獣 adlut adlut adlut adlut adlut subadlut
体重(9) 444 405 405 400 一 一
頭幅mm 39.0 34.6 38.2 39.2 一 一
頭長mm 60.0 66.0 65.0 68.0 一 一
前腕長(R)mm 130.0 136.0 142.0 140.0 136.0 49.6
第1指長mm 35.0 34.1 32.4 25.2 33.0 一
第3指長mm 250.0 251.0 255.0 261.0 一 一
第5指長mm 173.0 176.0 185.0 184.0 一 一
睾丸幅mm 一 40.0 一 39.0 一 一
乳頭発達/乳 一 有り 一 有り/+ 不明
体毛色 赤褐色 赤褐色 赤褐色 赤褐色 赤褐色 黒/白銀混交
歯 摩耗 摩耗 摩耗 摩耗 摩耗 不明
DNAサンプル採取 ○ ○ ○ ○
(ロ吻部よ り)花粉採取 ○ ○ ○
備考 手捕り 捕獲箱 手捕り GPS装着手捕 り
母親
左眼白内障
手捕り
乳幼獣
体長85mm
手捕 り
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表3.標 高別のオガサ ワラオオ コウモ リ観 察内訳
Table3.DetailedobservationofBo血iFlyingFoxbyaltitUde
盤 曲 櫨S旦X一 一 飛 行形能FIvingfnrm
標高 区分
Altitude
division
The
numberof
observed
FlyIngfox
♂ ♀unk
sub-
adultunkaduIt
一 一幽 虹 齪睡 血並曲 皿迦 謹聰 盟曲曲休息 ・移動團 RestForaging
Movement
休息・移 動劉
Rest・Foraging
Movement
駈
0～20m 2 011 110 02 00 0
一
〇 0 0
一
〇 0
20～200m
300～400m
400～600m
600～800m
6
77
78
49
006
3272
2571
5638
006 10
58
08
54
00
01
01
01
5 2
45
22
24
0
46
44
24
0
7
5
8
0
2
8
3
0
5
4
1
5072 63
7368 69
6043 39
800m以上 14 1310 716 27 20 3 2 3 1 0 0
計 2261117198265195 13 29 2 3 179 95 117 21 13
表4.オ ガサ ワラオオ コウモ リ採餌 植物(標 高別)
Table4.Feed血gplants
標 高 区 分
Altitude
division
盤圓 幽Foraging
言零日一
㎞
20～200m タコノキ実1 1 樹上1
300～400m
タ コノキ 実4、 コブガ シ実1、
タコノ キ実(唖 え飛 行中)2、
※(ナ ンバ ンカ ラム シ1)
5,2f,※(1)
樹上5、
餌を唖えて飛行2、
※(地表近く:採餌していた可能性大D
600～800m コブガシ実5 5 樹上5
800m以上
ハ チ ジ ョウ スス キ茎2、
ピサ カ キ実1、
不 明1
4 地表近 く2、樹上2
計
タ コノ キ実7、
コブガ シ実6、
ピサ カ キ実1、
ハ チジ ョウ スス キ茎2、
※(ナ ンバ ンカラム シ1)、 不 明1
17※(1)
樹 上13、
地表 近 く2、(地 表近 く可能 性 大1)、
飛 行中2
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表5.繁 殖情報の整 理
Tal)le5.Breedmginfomiation
標高区分 一勲 雌壁 ㎞齪
1
-
りム
0～20m
300～400m
一
母親 ・乳幼獣
　
母親 ・乳幼獣
2017/6/26
2017/6/23
海岸林林内_母親の腹部に抱きつく乳幼獣
　
コル上空_腹部にしがみつく幼獣を抱え飛行する親
り
0
4
300～400m
800m以上
母親 ・乳幼獣
…
♀成獣
2017/6/23
2017/6/16
コル ・タコノキ林内_母親の腹部に抱きつく乳幼獣
…
山頂林分_腹部膨張により出産直前が疑われる♀成獣
表6.GPS記 録計 ・FM発信器 に よるオガサ ワラオオ コウモ リの追跡結果
Table6.TrackngresultSbyGPSrecorder/FMtransmitter
月 日 時間 FM受信 GPSダウ ンロー ド 放探対象 船舶位置 備考
1
2017/6/2515:00 × × 島南→西へ 南 沖」km以内
FM捜索開始(時 計回 り)
南側～西側 は4knt,西側 ～東側は7knt
15:30 ○ × 島北西側300mH 北西沖」km以内
FM捜索開始(時 計回 り)
南側～西側 は4knt,西側 ～東側は7knt
1545 × × 島東側～島北側 松江岬」km以内
島東側で 反時計回 りに折 り返 し
東側～北側 は7knt,北側 ～南 側は10knt
1600 × × 島北西側 北 西沖_1km以内 島北西のFM反応消える二個体移動と判断
16:30 ○ × 島南側登 肇ルー ト400mH 北 西沖_1km以内 GPS受信出 来ない
18:45 ○ × 島南側登肇ルー ト 南 西沖一1km以内 南西沖からの放探(地形)により標高推定困難
20:30 ○※ × 西側or
島南側登 饗ルー ト
南 西沖_3.7km
沖合い3.7kmからの放探 によ り、斜面方位
のみ
2017/6/268:30～8:50 ○ × 島南側登 肇ルー ト400mH 南 沖_1km以内 GPS受信出 来ない
9:15 ○ × 島南側登 饗ルー ト400mH 南 沖一1km以内
GPS受信試行中にFM反応消える=時計回り
に放探開始
1015 ○ × 島東 側
200～400mH
東 沖」km以内 GPS受信出来ない
1030 × × 島東側 東 沖_1km以内 島東側のFM反応消える二個体移動と判断
1045 × × 島東側～南側 東 沖」km以内 島東側～南側(時計回り)反応なし
1130 ○ × 島北東側 北 東沖一1km以内 GPS受信出 来ない(11:30～11:55)
12:30 × × 島南側 南 沖_1km以内
18:00 ○ × 島南側登肇ルー ト 南 沖一1km以内
21:00 ○ × 島南側登肇ルー ト 南 沖_1km以内
2017/6/276:00 ○ × 島南側登饗ルー ト 南 沖」km以内
8:50 ○ × 島南側登肇ルー ト 南 沖_1km以内
一207一
表7.UAVで観察されたオオコウモ リとタコノキ(開 花の有無)
Tal)le7.ObservationinfomiationofUAV(耳lyhlgFox,Bloom血g(PandanusboninenstS))
1
麺㎏ 猛一 壁嘘
タ コノキ開花惜報 ナ オコ ウモIJ場影の 右無
Bloomin夏ぐρ2ηdヨη〃8わoη1ηθηs'5Σ Shootin9(Flvin⊆Fox)
盤睡 盤曲 右無i備 圭漉i鑓 凱 ㎞
北側 北
東
東側
東南東
南側 南西崩壊地
西
西側 南西～西
南西コル
2017/6/26
2017/6/21
2017/6/23
2017/6/14
2017/6/15,20,23
2017/6/15
2017/6/23
○
◎
◎
深い地溝など
標高300m～350m
標高300m～350m
南側及び崩壊地
熟果あ り/V字谷周辺 ・同谷内 ・
同谷南崖上
南西崩落地か らV字谷南の崖の群
落 ・V字谷まで西へ行 くほど開花
コル脇の岩上の森 誘引 トラップ
も確認
○ 飛行個体 通過
○ 飛来 して、樹木に降 りる個体
○ 飛行個体
○ 飛行個体
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